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雑草の養分吸収に関する研究　（予報）

　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　刈取ゑよび除草剤（1・1－dimethy1一一4－4－bipyridyrid

　　－ylium　dimethyl　suIphate）の施用が多年生雑草ヨ：モギ

　　の生育，無機成分含量に知よぼす影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森　　　啓一郎

　t　緒　　　言

　果樹園に良いて，果樹と雑草との間には，日照，土壌水分，養分，土壌中の酸素などの競合が存

在する。近年，果樹栽培に賢いて労力や資材の不足が生じ，また，土壌流亡防止の点からも，雑草

草生の果樹園が多くなり，果樹と雑草とが競合する場面は増加している。他方，わが国には雑草の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1），2）
種類が多く，’畑地では，55科520種にも及び，その内，多年生雑草は2分の1にも達している。

機械耕転や除草剤での防除技術の発達は，雑草群落に大きな影響を一与え，多年生雑草の蔓延的傾向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
を現わしはじめている。そこで本実験では，西南暖地に澄ける多年生強害雑草の一種，ヨモギ

（Artemisiaprinceps　Pamp．）について，刈取と除草剤の使用とによるヨモギの土壌

養分吸収に関するちがいを明らかにし，果樹園に澄ける土壌管理法の基礎資料にするため行った。

　2．材料語よび方法

　実験1に用いたヨモギは，広島県果樹試験場のブドウ園に植生したもので，ヨモギの耳元5伽の

高さで1970年7月1日に刈取り，同じ日に除草剤処理区は，除草剤（パラコート：1．1’一

　　　　　　　　　ノdimethy1　4．4－bipyridyluim　dimethyl　sulphate　：商品名グラモキソン）

500cc／10aを散布した。試料の採取は，刈取および除草剤処理の前の1970年7，月1日，

処理後の7月6日，7月1』3日，7月20日および7月27日に行い，ヨモギの地上部を茎と葉，

その地下部は地下茎と根に分け・直ちに70℃で乾燥し粉砕した。各部位ごとに，窒素，燐，加里

石灰ゑよび苦土について，窒素はケルダ・一ル法，燐はバナジン酸法，加里，石灰，苦土は原子吸光

分光分析法で定量した。実験璽は1971年5月25日，1．8×1．8mの拒iにヨモギを移植し7月

24日実験1と同様に刈取および除草剤を散布し，澄およそ7日ごとにヨモギ各部位の生体重を調

邑べた0

　5　結　　果

　事験1では，ヨモギの萌芽，再生は，刈取区で処理5日後の7月6日，除草剤処理区で7月20

日に観察されたが，本実験では，個体および発生密度のふれが大きく，　生育量の測定はできなか

った。

　ヨモギ各部位の無機成分まず窒素では，刈取によって地下部の根，地下茎とも処理5日後の7月
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．φ日に高まり，7．月15日以後は・処理前よりわずかに高い含量で経過した・茎は処理5日後の7

月6日に高まり，7月13日にはいったん低下するが，7月20日にはまた急激に増加して，刈取

前の約55倍にも達したが，再び低下し7月27日には刈取前の約2．2倍であった。葉では7月

13日まで低下するが，7月20日には，茎と同じように急激に増加して，刈取前の約1．2倍に達

したが，7月27日には，再び刈取前とほぼ同じ含量にまで低下した。除草剤処理区では，茎，地

下茎および根などの窒素含量は，地下部が枯死に至る7月15日まで，それぞれ増加し，それらの

増加率は処理前の茎で約t6倍・地下茎で約t8倍・根で約2・1倍に達した。

　その後新芽の発生した7月20日は茎の窒素含量は，処理前よりわずかに低く，地下茎吾よび根

では，やや高い傾向がみられた。葉では処理5日後の7月6日にいったん低下したが，7月15日

に旧いて，枯死した葉中の窒素含量は処理前よりわずかに増加した。また7月20日の調査におい

ては，再生した葉は処理前の約1．2倍の窒素含量をしめしたが生育の進むに伴なって低下した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第1図）

　燐含量は，7月20日に，刈取区で根の燐含量が高まることを除けば，窒素含量とほぼ同じ様な

傾向を示した。（第2図）

　刈取区の葉，茎の加里含量は，窒素，燐含量と類似の傾向を示すが，根の加里含量は窒素とは異

なり，処琿5日後の7月6日には低下し，7月15日には7，月1日（刈取前）より増加し，7月

20日には15日よりわずかに低下した。地下茎は，根と異なり7月15日にわずかに低下したが，

7．月20日以後は，上昇して刈取前より高い含量で経過した。除草剤処理区のヨモギ地下部の加里

含量の変化は少なかったが，地上部は窒素含量と同じように7月6日に低下したが，枯死した7月

15日には処理前とほぼ同量に回復した。再生した7月27日の葉では，処理前より高く，・茎では

低かった。（第5図）

　刈取区の根の石灰含量は生育の進むに伴ってわずかな増加を示し，苦土含量は，刈取前より7月

6日，7月20日，7月27日では，約t5倍となっていたが7月1・5日ではほぼ同じであった◎

地下茎の石灰含量は処理12日後の7月13日までほとんど変化せず，苦土含量はわずかな低下を

示したが，7．月20日には石灰，苦土含量とも急激に高まり7月25日に：は低下した。葉は刈取前

とほとんど変らず，茎は地下茎と同様に7月20日に急激な上昇がみられた。除草剤処理区では，

根，地下茎の石灰含量澄よび根の苦土含量は，処理前よりわずかな上昇がみられ，地下茎の苦土含

量は逆にわずかに低下した。葉の石灰含量，葉および茎の苦土含量は7月15日まで低下したが，

茎の石灰含量は逆に高まった。（第4，5図）

　実験皿では，刈取り25～50日後の生体重は，刈取前と同程度まで回復したが，除草剤処理区

では，50日後に，処理前の約85％であった。（第6図）
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　4．考　　　察

　ヨモギは種子や地下茎で繁殖する。特に地下茎での繁殖は盛んで4月～5月頃に伸長をはじめ，

6月には最も旺盛に生長して，60碗にも達し，除草剤でも防除が困難な雑草である。種子は9～

1Q肛回してヂ礁下でも陽光下と同じよう鷹芽する♂）メヒシバが，光発芽性のために

果樹園での繁殖が制限されているのにくらべ，ヨモギは果樹園でも十分に生育する条件をそなえて

いると考えられる。ヨモギの再生，生育に：必要な養分は，根，地下茎から移行したものもあるが，

大部分は生長につれて土壌中から吸収されたものと思われる♂）刈馳，9日後（7月2。日）に，

ヨモギの各部特に葉，茎の窒素，燐，加里，石灰および苦土含量の急激な上昇と生育量を考えると，

刈取り19日後には，ヨモギの養分の吸収は活発で刈取りの養分吸収抑制効果はなくなったと考え

られる。定盛ら（1955）のオーチャードグラス，ラジノクローバーの実験では，少なぐとも

1。日間は，刈馳の効果があったとのべている説）

　除草剤処理区でのヨモギの萌芽は，刈取区にくらべて7～14日おくれた。その後の生育におい・

ても7～10月おくれたことと，無機成分含量の変化を考え合せると除草剤によるヨモギの養分吸

収抑制効果は期取より7～14日間は長いと考えられる0

　5　摘　　　要

　果樹園の多年生強震雑草の一つであるヨモギについて，刈取と除草剤（パラコート：商品名グラ

モキソン）使用による生体重および無機成分含量の時期的変化を調べたbその結果，刈取りと除草

剤処理でのヨモギの萌芽は，7月籾めでは約14日間，7月末では約10日間の違いが生じ，刈取

り区の萌芽が，はやかった。生体重は，刈取り21日後に処理前の約85％で，30日後には処理

前より重かった。除草剤処理区では50日後に約85％となった。

　無機成分（窒素，燐，加里，石灰および苦土）含量は，特にヨモギの葉や茎で刈取り19日後に

急激に上昇した。除草剤処理区では処理26日後まで急激な変化はみられなかっ’た。

1）

2）

5）

4）
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第1図　刈取・翻r施用ボヨモギの窒素含量（N）におよぼす影響

燐

含

量

（
乾
物
％
）

↑
＝　
7

　
α

α6

α5

0

43P

α
キ

　9
！

ノ

’

’

ノ

1
’

×
鎗

／，

　
　
　
　
’
　
ノ

◎
、

＼

×
＼

＼
、

1▲
づ

　
藁

＼
、　

’
’
1

’

◎O
O

＼
、
一

　
一

　
一ゴ’！

@
×
日

、
　
賦

／
ん
ゲ

　
　
〆
／汐

O

　　　　　　　△

くへ　　　　ノ
　ミ　　　　　一x
　　　　　　　　　　　　　　　

　　ズ≦　一一一～1
　　9一一
　　　　　　　▲

　　　　　　　も　　　　　　　　　　じ

　　　　　　　％　　　％　　　％3　　　％　　　％

　　　　　　　　　　　　　　月　　　　　　　　日

第2図　刈取除草剤施用ガヨモギの燐倉量（P）におまほ弓影響



雑草の養分吸収に関する研究（予報）

　5加

里4
含

量3 　　　　0

　　　　　　　　　　　　　へ第3図刈取除朝翻ボヨモ物醗合量㈹におよほ鼎響

L
一
「
i
－
i
」
一
1
ー
ー
L
i

桧
　
駅
。
　
薦
　
o
β
　
咀
　
Q
2

石
灰
含
量
（
乾
物
％
）

◎、

＼＼

　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎

　　　　○一＿＿
　　　　　　　、、℃　　＼

　　　　　　　　　　　　　うく　
　　　　　　　　　　　　，，’蒼＿一一一一一一び△

　　　　　，　一一一課一〆　　，△1一’、、一一〇

　二て；菱τ＝二一二／　’

支1！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　％　　　％　　　ヒイ3　　％o，　％

　　　　　　　　　月　　　　　日

第4図　刈取・繍1施用カミヨモギの石灰含壁（cのにおよ1ま’す影響



森 啓一郎

苦
土
含
量
（
乾
物
多
）

q6！

qsl

Oヰ

P

．
寸

、
、　　　巴　’ ’

フ

1

％ ％ ％3
月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O
　◎』
　　ヤ・一一＿　＿
　　　＼　　　　　　　、．　、　　　　　　　　　　　5

　　　＼　　　　　　　　　、、
　　　　　　　　　　、　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　、o　　　　　　　　　　　　　うく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　／／踏こ一　～．　一一一一ヒー一一一炎

　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲
　　　、、、　　　　　　　　　＿＿一、璽一＿＿　　　　　　o一一一一一一一一一〇

　　　　　　　　　　　　　　、、一一▲＿＿一　一一一一▲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　％。　　％7

　　　　　　　　　　　　　日

第5図　刈取、除草剤施用友ヨモキの苦±含量（図3）にあま1ます影響

　　　　　　　　　　　　　　

刈　取　　　｛　除草剤施用

第6図　　刈取、除革剤施用ボヨモ夷の生体重におよぼサ景饗

四

獣

N
／／ノ

％

騒
％




